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実習コース 

２週間コース 

概要 

救命救急センターの仕事は、簡単に言うと救急搬送される患者さんの初期診療と集中治療です。あ

たりのついた患者さんを紹介される専門外来とは異なり、中身のわからない玉手箱を開ける楽しみがあ

ります。箱の中身が多発外傷やICUに入るような重篤な病態なら、私たち救急科が、蘇生〜状態が安定

するまで診療に参加し、必要に応じて専門診療科にコンサルテーションします。この他、プレホスピタ

ルケア（ドクターヘリ・ドクターカーによる現場活動）も私たちの任務です。 

実習はこのうち初期診療を中心におこなっていただきます。具体的には、ローテーション中の研修

医と一緒に、①救急隊やドクターヘリへの対応、②患者さんからの情報収集と鑑別診断、③専門診療科

へのコンサルテーション、④バイタルサイン不良例に対する蘇生的処置への参加、⑤外傷診療手順の経

験、⑥診療録の記載、⑦夜勤シフトや集中治療の体験（希望者）等を行っていただきます。 

 

 



実習スケジュール 

 

学生へのメッセージ 

いわゆる「臨床推論に基づく内科診断学」とは異なり、スクリーニングをベースとした外傷診療など

救急に特有のアプローチを経験・実践していただきます。また、社会インフラとしての救急医療システ

ムの必要性や使命を体感していただけると本望です。                                                                                                            


